
 

第４６回定期総会 
 

 

 

 

日時：２０２４年５月２０日（月） 

１４：００～１５：００ 

 

     場所：日本記者クラブ 

     東京都千代田区内幸町２－２－１ 

     日本プレスセンタービル内 

 

 

日本林政ジャーナリストの会 

（Japan Forest Journalist Association） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

総会次第 

 

１． 開会 

２． 会長挨拶 

３． 議長選出 

４． 議事 

 第１号議案 ２０２３年度活動報告及び収支決算 

 第２号議案 ２０２４年度活動計画及び収支予算 

 第３号議案 役員選出 

第４号議案 その他 

５． 閉会 

 

 

 

 

 

 



第１号議案 ２０２３年度活動報告及び収支決算 

 

１． 第４５回定期総会 

 第４５回定期総会は、２０２３年６月７日（水）１４：００～１５：００に文京区

後楽の林友ビル６F 中会議室において開催された。２０２２年度の活動報

告及び収支決算、２０２３年度の活動計画及び収支予算は原案通り可決

された。引き続いて、役員の改選が行われ、新任の藤原敬氏、鈴木敦子

氏を含め１２名の幹事が選任された。滑志田隆会長、米倉久邦監事、上

河潔事務局長は留任となった。 

 

２． 幹事会 

 ２０２３年５月１０日（水）、６月７日（水）、７月１２日（水）、８月２９日（火） 

１１月８日（水）、２０２４年１月２３日（火）、２月１４日（水）、３月１３日（水）の

計８回対面方式で開催した。 

 

３． 定例研究会 

① ２０２３年５月１７日（金）「新しい林業の周辺」 

   講師：織田央林野庁長官 



② ２０２３年６月７日（水）「令和４年度森林・林業白書について」 

講師：林野庁林政部企画課 加藤靖之課長補佐 

③ ２０２３年９月２９日（金）「ナラ枯れと広葉樹林業の可能性」 

講師：神戸大学名誉教授 黒田慶子氏 

④ ２０２３年１０月１２日（木）「AI・ICT の活用とロボット化による林業 DX の実現」 

講師：東京大学特任研究員・非常勤講師 仁多見俊夫氏 

⑤ ２０２４年１月２４日（水）「森林医学の現状と展望」 

講師：登山家・医師 今井通子氏 

⑥ ２０２４年３月１２日（火）「直近の鳥獣保護管理行政の動向と今後の展開」 

講師：環境省自然環境局鳥獣保護管理室長 宇賀神知則氏 

 

4.   共同取材 

①２０２３年４月１９日（水）～２１日（金）「奄美大島・徳之島の自然遺産」 

視察箇所：徳之島のソテツ・ガジュマル林、奄美大島の原生林、 

マングローブ林、奄美大島世界遺産センター 

②２０２３年７月３日（月）「市民が守った市街地の里山「関さんの森」」 

視察箇所：関家の屋敷、梅林、屋敷林、特別緑地保全地区 

 



③２０２３年９月２１日（木）～２２日（金）「無花粉スギ、コンテナ苗と広 

葉樹林業の可能性」 

視察箇所：富山県森林研究所（無花粉スギ）、飛騨市役所、 

         住友林業岐阜樹木育苗センター 

  ④２０２３年１１月２７日（月）「高度機械化山林作業システムと高度集 

成材製造施設（福島県浪江町）」  

  視察箇所：人力地上作業排除立木収穫システムの現地視察、 

       福島県高度集成材製造センター（FLAM） 

            

5.   会報の発行 

  「林政ジャーナル」No.6３、No.6４及び No.6５を発行した。 

 

６． 会員の動向 

２０２３年度末の会員数：個人会員５３名  （２０２２年度末４８名） 

           団体会員１８団体 （２０２２年度末１８団体） 

 

７． ホームページの運用 

公式サイト（/www.jｆja.net/）を運用した。 



 

８．   「林政ジャーナル」のデジタル化 

  「林政ジャーナル」Ｎｏ．６３～Ｎｏ．６５をデジタル化して公式サイト 

上に掲載した。 

 

９． 収支決算及び監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



  

第２号議案 ２０２４年度活動計画及び収支予算 

２０１９年に森林経営管理法が施行され、市町村が主体となって森林の

経営管理を行う森林経営管理制度が導入された。その財源として、２０

２４年から国民１人当たり年額１千円の森林環境税が賦課徴税されること

になり、市町村、都道府県に対して、森林環境譲与税として譲与され、

森林整備、担い手の確保、木材利用の拡大などの取り組みが本格化し

ている。特に、所有者不在の森林や所有者不明森林の解消が喫緊の課

題である。一方で、戦後造成された森林資源は成熟化して伐採期を迎

えるとともに、林業 DXや林業機械化の進展、高層木造建築やバイオ

マス利用など新たな木材需要の創出といった明るい展望も見え始めて

いる。このような動きを受けて、２０２４年度の研究テーマは、「森林環境

税と新しい林業の展開」ということで、以下のことに取り組む。 

１． 定例研究会  ２ヶ月に１回程度開催 

２． 共同取材   年間テーマに基づき年２回実施 

３． 会報の発行  林政ジャーナルを年２回発行 

４． 幹事会    月１回開催（原則として毎月第２水曜日） 

５． ホームページによる情報発信 



６． 収支予算 

 

 
 

 



第３号議案 役員選出 

幹事  滑志田隆、鈴木敦子、上河潔、石山幸男、上松寛茂、 

今藤洋海、海老沢秀夫、城戸檀、藤原敬、上野司郎、 

塚田健太、冨山俊作、戸川覚 

監事  米倉久邦 

 

第４号議案 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 日本林政ジャーナリストの会 役員名簿（案） 

 

   幹事・会長      滑志田隆 

   幹事・副会長      鈴木敦子 

   監事          米倉久邦 

   幹事・事務局長     上河潔 

   幹事           石山幸男 

幹事          上松寛茂 

   幹事          今藤洋海 

幹事          海老沢秀夫 

   幹事          城戸檀 

   幹事          藤原敬 

幹事           上野司郎 

   幹事         塚田健太 

幹事           富山俊作 

   幹事           戸川覚 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


